









































 本博士論文に関する学術論文は以下の 3編が受理または印刷済みである。 
1. Junichi Hirata, Kazuya Takahashi, Miho Tanaka, Determination Method of Multi Elements in 
Ferromanganese Samples by LA-ICP-MS, Analytical Science, 29, p151 - 155, 2013. 
2. 平田純一, 田中美穂, “レーザーアブレーション-ICP-MSによるマンガン団塊の年輪構造に含有す
る微量元素の局所定量分析”, 分析化学, 63, p763-773, 2014. 
3. Junichi Hirata, Kazuya Takahashi, Yu Vin Sahoo, and Miho Tanaka, Laser ablation inductively coupled 
plasma mass spectrometry for quantitative imaging of elements in ferromanganese nodule, Chemical 
Geology, in press. 
さらに、査読有の参考論文 1報、査読なしの参考論文 1報、国際学会での発表 4回、国内学会の
発表 15 回を行っていることを確認した。 
平田は英文で論文 2 報、本を書いており、その過程で、査読者との A4で 16ページに渡る、討論
を英語で行っており、英語の学力については問題ないと判断した。 
以上から、平田純一について博士論文審査、最終試験とも合格と判定した。 
  
